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（１）九州大学：ダッシュボード概要
九州大学は、使用ツールがTableauとなるが、可視化している項目数が非常に多かった。

ダッシュボード名称 設置区分 概要 URL BIツール 活用しているオープンデータ等

Interactive FACT BOOK 国立
インスティテューショナル・リサー
チ室（IR室）作成のファクト
ブック

https://www3.ir.ky
ushu-u.ac.jp/data-
info/public/datacolle
ctions/factbook-
online※

Tableau 産連調査、大学基本情報等

可視化項目 事例の有無
① 所属教員数及び所属教員比率 〇
② 研究者の受入人数（学外所属別及び区分別） 〇
③ 共同利用・共同研究の採択状況 △

④ 共同利用・共同研究を活用して発表された論文数及び
分野別論文比率 △

⑤ 科学研究費等の採択状況（採択金額及び採択件数） 〇
⑥ 民間との共同研究実施状況（金額及び件数） 〇
⑦ 受託研究実施状況（金額及び件数） 〇
⑧ 財務情報（決算額等） 〇
⑨ 国際交流状況 〇
⑩ 学生受入状況（大学院生受入数、留学生受入数） 〇
⑪ シンポジウム等の実施状況 ー
⑫ 施設・設備の利用状況 ー
⑬ 資料の利用・提供・整備状況 ー
⑭ 研究用データ等の作成・公開状況 ー

共同利用・共同研究拠点 ： 認定あり

【単独型】
応用力学研究所
生体防御医学研究所
ﾏｽ・ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所

【拠点ネットワーク】
学際⼤規模情報基盤共同利⽤・共同研究拠点：情報基盤研究開発
ｾﾝﾀｰ
物質・デバイス領域共同研究拠点：先導物質化学研究所※

2.先行事例調査 / 2.2 先行事例の分析 / 2.2.3 九州大学

凡例 〇：事例有、△一部事例有、ー：事例無

※本報告書では、Webサイトリニューアル（2025年3月実施）前の内容に基づ
き作成している。リニューアル後のURLは以下の通り。
https://www3.ir.kyushu-u.ac.jp/disclosure/factbook/factbook-online/

https://www3.ir.kyushu-u.ac.jp/disclosure/factbook/factbook-online/
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（２）九州大学：ダッシュボードの特徴
九州大学のInteractive FACT BOOKの特徴は、可視化しているダッシュボード数が多いことである。教職員数や学生数など12項目に対
し、25種類のダッシュボードが存在する。（下記目次では14項目あるが、14項目のうち2項目はPDFのため除いている）

2. 先行事例調査 / 2.2 先行事例の分析 / 2.2.3 九州大学

出典 Interactive FACT BOOK https://www3.ir.kyushu-u.ac.jp/data-info/public/datacollections/factbook-online
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（３）九州大学：可視化項目①② 1/6
所属教員数について、九州大学で特徴的であるポイントは、自大学と全国の国公私立大学と同じ項目で比較できるダッシュボードが多いと
ころである。例えば、教職員数に関して、自大学の経年変化と国公私立大学の経年変化を縦に並べて確認することが出来る。

可視化項目 情報発信の内容 表示方法

教職員数
• 九州大学の教職員数について、経年の推移を可視化
• 全国・国公私立大学の教職員数について、国立大学／公立大学／私立大学の内訳を示し、経年

の推移を可視化

折れ線グラフ
棒グラフ(縦)

教員数

• 九州大学の教員数について、職名（学長・副学長／教授／准教授／講師／助教／助手）の内
訳を示し、経年の推移を可視化

• 九州大学の教員数合計について、折れ線グラフで経年の推移を可視化
• 全国・国立大学の教員数について、職名（学長・副学長／教授／准教授／講師／助教／助

手）の内訳を示し、経年の推移を可視化
• 全国・国立大学の教員数合計について、折れ線グラフで経年の推移を可視化

折れ線グラフ
棒グラフ(縦)

【効果】
自大学の経年変化と国公私立大
学の経年変化を縦に並べて確認す
ることが出来、自大学と全国・国立
大学を比較した位置づけやトレンド
を一目で把握できる。

2. 先行事例調査 / 2.2 先行事例の分析 / 2.2.3 九州大学

出典 Interactive FACT BOOK https://www3.ir.kyushu-u.ac.jp/data-info/public/datacollections/factbook-online
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（３）九州大学：可視化項目①② 2/6
九州大学でも、北海道大学同様に、所属教員数について、部局ごとの詳細な職名別の推移を表示できた。

可視化項目 情報発信の内容 表示方法

教職員数 • 九州大学の部局別・職名別の教員数の推移について、内訳を可視化
折れ線グラフ
棒グラフ(縦)

教員組織の年齢構成 • 九州大学教員組織の年齢構成について、年齢別で内訳を示し、経年の推移を可視化
• 九州大学の教員組織について、39歳以下を特だしして経年の推移を可視化

棒グラフ(縦)
棒グラフ(横)

【効果】
部局ごとの詳細な職名別
の推移を表示できる

2. 先行事例調査 / 2.2 先行事例の分析 / 2.2.3 九州大学

出典 Interactive FACT BOOK https://www3.ir.kyushu-u.ac.jp/data-info/public/datacollections/factbook-online
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（３）九州大学：可視化項目①② 3/6
九州大学では、外国人教員数や女性研究者について様々なグラフや指標を用いて可視化を行っている。また、自大学の経年変化とベンチ
マーク先の大学の経年変化を縦に並べて確認することができ、指定国立大学法人構想KPIや、第4期中期目標・中期計画KPIを意識し
てベンチマークを行っている項目も確認された。下記に可視化項目を説明する。

可視化項目 情報発信の内容 表示方法

外国籍を有する教員数
• 九州大学の外国籍を有する教員数について、職名（学長・副学長／教授／准教授／講師／助教／

助手）の内訳を示し、経年の推移を可視化
• 全国・国立大学で外国籍を有する教員数のベンチマークを行っている

折れ線グラフ
棒グラフ(縦)

外国人教員数
• 九州大学の外国人教員数について、外国で通算1年以上の教育研究歴のある日本人教員／外国の大

学で学位を取得した日本人教員／外国籍を有する教員で内訳を示し、経年の推移を可視化
• 指定国立大学法人構想KPIや、第4期中期目標・中期計画KPIを意識してベンチマークを行っている

折れ線グラフ
棒グラフ(縦)

【効果】
自大学の経年変化
とベンチマーク先の
大学の経年変化を
縦に並べて確認す
ることが出来、自大
学の位置づけやトレ
ンドを一目で把握で
きる。

【効果】
グラフ内に指定国立
大学法人構想KPI
や、第4期中期目
標・中期計画KPIが
記載されており、そ
れらを意識して自大
学の教員数を把握
できる。

2. 先行事例調査 / 2.2 先行事例の分析 / 2.2.3 九州大学

出典 Interactive FACT BOOK https://www3.ir.kyushu-u.ac.jp/data-info/public/datacollections/factbook-online
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（３）九州大学：可視化項目①② 4/6
九州大学では、外国人教員数や女性研究者について様々なグラフや指標を用いて可視化を行っている。また、自大学の経年変化とベンチ
マーク先の大学の経年変化を縦に並べて確認することができ、指定国立大学法人構想KPIや、第4期中期目標・中期計画KPIを意識し
てベンチマークを行っている項目も確認された。下記に可視化項目を説明する。

可視化項目 情報発信の内容 表示方法

女性教員数
• 九州大学の女性教員数について、職名（学長・副学長／教授／准教授／講師／助教／助手）の内

訳を示し、経年の推移を可視化
• 全国・国立大学で女性教員数のベンチマークを行っている

折れ線グラフ
棒グラフ(縦)

執行部に占める女性外
国人

• 執行部に占める女性外国人と、男性（外国人を含まない）の数について、経年の推移を可視化
• 執行部に占める女性外国人と、男性（外国人を含まない）の割合についても可視化されており、指定国

立大学法人構想KPIを意識したベンチマークが行われている
• 役員名の一覧もテーブルで表示されている

折れ線グラフ
棒グラフ(縦)
テーブル

2. 先行事例調査 / 2.2 先行事例の分析 / 2.2.3 九州大学

出典 Interactive FACT BOOK https://www3.ir.kyushu-u.ac.jp/data-info/public/datacollections/factbook-online
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（３）九州大学：可視化項目①② 5/6
九州大学では、外国人教員数や女性研究者について様々なグラフや指標を用いて可視化を行っている。また、自大学の経年変化とベンチ
マーク先の大学の経年変化を縦に並べて確認することができ、指定国立大学法人構想KPIや、第4期中期目標・中期計画KPIを意識し
てベンチマークを行っている項目も確認された。下記に可視化項目を説明する。

可視化項目 情報発信の内容 表示方法

女性研究者比率
外国人研究者比率

• 女性研究者比率と外国人研究者比率について、職名（学長・副学長／教授／准教授／講師／助教
／助手）の内訳を示し、経年の推移を可視化

• 指定国立大学法人構想KPIや、第4期中期目標・中期計画KPIを意識してベンチマークを行っている

折れ線グラフ
棒グラフ(縦)

若手研究者比率
年齢層別研究者数

• 若手研究者比率について、39歳以下人数の経年の推移と、全教員に対する割合の推移を可視化
• 若手研究者について、年齢層（29歳未満／30~39歳／40~49歳／50~59歳／60歳以上）の内訳を

示し、経年の推移を可視化

折れ線グラフ
棒グラフ(縦)

2. 先行事例調査 / 2.2 先行事例の分析 / 2.2.3 九州大学

出典 Interactive FACT BOOK https://www3.ir.kyushu-u.ac.jp/data-info/public/datacollections/factbook-online
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（３）九州大学：可視化項目①② 6/6
九州大学では、外国人教員数や女性研究者について様々なグラフや指標を用いて可視化を行っている。また、自大学の経年変化とベンチ
マーク先の大学の経年変化を縦に並べて確認することができ、指定国立大学法人構想KPIや、第4期中期目標・中期計画KPIを意識し
てベンチマークを行っている項目も確認された。下記に可視化項目を説明する。

可視化項目 情報発信の内容 表示方法

特定有期教員数
• 九州大学の特定有期教員数について、全学管理教員／特定プロジェクト教員／寄附講座教員・寄附研

究部門教員／共同研究部門教員／テニュアトラック制教員／卓越研究員制教員／教員(年俸制)の内
訳を示し、経年の推移を可視化

折れ線グラフ
棒グラフ(縦)

招へい外国人教師・研究
員数

• 九州大学の招へい外国人教師・研究員数について、招へい外国人教師と招へい外国人研究員の内訳を
示し、経年の推移を可視化 棒グラフ(縦)

その他教員数 • 九州大学のその他教員等数について、兼任教員／特別教員／特任助教等（学術研究員以外）／医
師不足分野等教育指導者の内訳を示し、経年の推移を可視化

2. 先行事例調査 / 2.2 先行事例の分析 / 2.2.3 九州大学

出典 Interactive FACT BOOK https://www3.ir.kyushu-u.ac.jp/data-info/public/datacollections/factbook-online
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（４）九州大学：可視化項目③
九州大学では、民間等との共同研究分野を切り口にした可視化事例があることが特徴的である（分野とは、ライフサイエンス／情報通信
／環境／ナノテクノロジー・材料／エネルギー／製造技術／社会基盤／フロンティア／その他を指す）。他大学との比較（ランキング）の
可視化事例も確認された。

可視化項目 情報発信の内容 表示方法
民間等との共同研究分野別実績
件数

• 九州大学の民間等との共同研究分野別実績件数について、共同研究分野の内訳を示し、経
年の推移を可視化

折れ線グラフ
棒グラフ(縦)

民間等との共同研究分野別割合 • 九州大学の民間等との共同研究分野別割合を可視化 円グラフ

他大学との比較 • 民間企業との共同研究実施件数／共同研究費受入額／民間との共同研究に伴う1件当たり
の研究費受入額について、全国・国公私立大学間でランキングを表示している ランキング

2. 先行事例調査 / 2.2 先行事例の分析 / 2.2.3 九州大学

出典 Interactive FACT BOOK https://www3.ir.kyushu-u.ac.jp/data-info/public/datacollections/factbook-online



55

（５）九州大学：可視化項目④ 1/5
九州大学でも、複数の論文数を扱った可視化項目が確認された。他の可視化項目同様、九州大学では自大学の実績に加え、他大学と
のベンチマークについても注力して可視化していることが読み取れる。下記に可視化項目を説明する。

可視化項目 情報発信の内容 表示方法

論文数とFWCI
• 九州大学の論文数とFWCIについて、折れ線グラフで経年の推移を可視化
• 論文数／被引用数／FWCIの3つの項目について、他大学との比較を行い、自大学の位置をラ

ンキングを表示している

折れ線グラフ
棒グラフ(縦)
ランキング

論文数・FWCIの比較 • 論文数とFWCIについて、大学別に経年の推移を表している 折れ線グラフ

【効果】
論文数とFWCIを同
じグラフで表示する
ことで、論文数の数
は同じ程度でも
FWCIは異なること
が読み取れる（緑
の突出部分は筑波
大学）

2. 先行事例調査 / 2.2 先行事例の分析 / 2.2.3 九州大学

出典 Interactive FACT BOOK https://www3.ir.kyushu-u.ac.jp/data-info/public/datacollections/factbook-online
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（５）九州大学：可視化項目④ 2/5
九州大学でも、複数の論文数を扱った可視化項目が確認された。他の可視化項目同様、九州大学では自大学の実績に加え、他大学と
のベンチマークについても注力して可視化していることが読み取れる。下記に可視化項目を説明する。

可視化項目 情報発信の内容 表示方法

トップジャーナルに掲載され
た論文数

• トップジャーナルに掲載された論文数について、大学別／Top1％・Top5％・Top10％・Top25％別に
経年の推移を表している

折れ線グラフ

• Top1％・Top5％・Top10％・Top25％別に九州大学でのトップジャーナルに掲載された論文数の経
年の推移を表している

• 指定国立大学法人構想KPIや、第4期中期目標・中期計画KPIを意識してベンチマークを行っている

棒グラフ
折れ線グラフ

2. 先行事例調査 / 2.2 先行事例の分析 / 2.2.3 九州大学

出典 Interactive FACT BOOK https://www3.ir.kyushu-u.ac.jp/data-info/public/datacollections/factbook-online
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（５）九州大学：可視化項目④ 3/5
九州大学でも、複数の論文数を扱った可視化項目が確認された。他の可視化項目同様、九州大学では自大学の実績に加え、他大学と
のベンチマークについても注力して可視化していることが読み取れる。下記に可視化項目を説明する。

可視化項目 情報発信の内容 表示方法
FWCI×論文数×うちTop10％
補正論文割合 • 年度別の論文数をバブルの大きさで可視化し、縦軸をTop10％論文割合、横軸をFWCIで可視化

バブルチャート
FWCI×論文数×うちTop10％
補正論文割合

• 2018年~2022年の平均で論文数の平均をバブルの大きさで可視化し、縦軸をTop10％論文割合、
横軸をFWCIで可視化

(2018~2022年の平均)
ASJC分類別FWCI×論文数×
一論文当たりの被引用数

• 民間企業との共同研究実施件数／共同研究費受入額／民間との共同研究に伴う1件当たりの研
究費受入額について、全国・国公私立大学間でランキングを表示している

ASJC分類別FWCI上位10分野 • 九州大学のASJC分類別FWCI上位10分野について、テーブルで可視化 テーブル

2. 先行事例調査 / 2.2 先行事例の分析 / 2.2.3 九州大学

出典 Interactive FACT BOOK https://www3.ir.kyushu-u.ac.jp/data-info/public/datacollections/factbook-online
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（５）九州大学：可視化項目④ 4/5
九州大学でも、複数の論文数を扱った可視化項目が確認された。他の可視化項目同様、九州大学では自大学の実績に加え、他大学と
のベンチマークについても注力して可視化していることが読み取れる。下記に可視化項目を説明する。

可視化項目 情報発信の内容 表示方法

国際共著論文 • 九州大学の国際共著論文の数について、経年の推移を表している。
• 折れ線グラフで直近5年間の累計（当該年を含む直近5年間の国際共著論文数）を表している。

棒グラフ
折れ線グラフ

研究院別
国際共著論文数と割合

• 九州大学の研究院別（工学研究院／理学研究院等）に、国際共著論文数の合計値と国際共著論
文割合をテーブルで表している。

テーブル

国際共著論文数と割合 • 国際共著論文数と割合について、大学別に経年の推移を表している 折れ線グラフ

2. 先行事例調査 / 2.2 先行事例の分析 / 2.2.3 九州大学

出典 Interactive FACT BOOK https://www3.ir.kyushu-u.ac.jp/data-info/public/datacollections/factbook-online
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（５）九州大学：可視化項目④ 5/5
九州大学でも、複数の論文数を扱った可視化項目が確認された。他の可視化項目同様、九州大学では自大学の実績に加え、他大学と
のベンチマークについても注力して可視化していることが読み取れる。下記に可視化項目を説明する。

可視化項目 情報発信の内容 表示方法

世界各国との国際共著状況
• 九州大学との国際共著が多い国、少ない国について、地図上の色の濃淡でわかる
※地図の下部には国別のリンクが掲載されており、特定の国における九州大学の国際学生数や連携
機関数、国際共著論文数がわかるページにジャンプすることが出来る

地図

2. 先行事例調査 / 2.2 先行事例の分析 / 2.2.3 九州大学

出典 Interactive FACT BOOK https://www3.ir.kyushu-u.ac.jp/data-info/public/datacollections/factbook-online
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科学研究費等の採択状況について、外部資金全体に占める科研費の割合を可視化した事例や、種目別実績の可視化事例が確認され
た。

可視化項目 情報発信の内容 表示方法
科学研究費助成事業・寄付金・
産学連携等研究収入

• 九州大学の外部資金について、科研費（直接経費／間接経費）／寄附金収入／産学連携
等研究収入の内訳を示し、経年の推移を可視化

折れ線グラフ
棒グラフ(縦)

科学研究費助成事業 • 科学研究費助成事業における、九州大学の件数（新規、継続）の経年推移を可視化
• 全国平均との比較も行っている

種目別科学研究費助成事業 • 九州大学の科学研究費助成事業における、種目別に直接経費と間接経費の内訳を示し、経年
の推移を可視化

（６）九州大学：可視化項目⑤ 1/2

【効果】
種目別の選択も可能

2. 先行事例調査 / 2.2 先行事例の分析 / 2.2.3 九州大学
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科学研究費等の採択状況について、外部資金全体に占める科研費の割合を可視化した事例や、種目別実績の可視化事例が確認され
た。

可視化項目 情報発信の内容 表示方法

科学研究費助成事業の比較

• 科学研究費助成事業において、採択件数（新規、継続）について他大学との比較を行っている
• 採択件数のほかに、女性比率や若手比率についても可視化

棒グラフ(横)• 科学研究費助成事業において、配分額（新規、継続）について、直接経費と間接経費の内訳
を示し、他大学との比較を行っている

• 配分額のほかに、新規採択件数や新規採択率についても可視化

（６）九州大学：可視化項目⑤ 2/2

【効果】
種目別の選択も可能

【効果】
単純に比較するだけで
なくランキング順に表示
されるようになっている

2. 先行事例調査 / 2.2 先行事例の分析 / 2.2.3 九州大学
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（７）九州大学：可視化項目⑥
共同研究については、実績の経年変化や、受け入れ金額規模別、件数・金額の経年変化が可視化されていた。

可視化項目 情報発信の内容 表示方法

共同研究の実績

• 九州大学の共同研究の実績について、金額と件数の経年の推移を可視化
• 指定国立大学法人構想KPIや、第4期中期目標・中期計画KPIを意識してベンチマークを行って

いる
• 全国（国立大学、公立大学、私立大学）の共同研究の実績も可視化している

折れ線グラフ
棒グラフ(縦)

受け入れ金額規模別、件数・金
額の経年変化

• 共同研究の受け入れ金額について、1件当たり1,000万円以上／未満で内訳を表し、他大学と
の比較を行っている。

• 共同研究の件数・受入経年変化を棒グラフ・円グラフ以外で表現した珍しい事例

棒グラフ(縦)
散布図

2. 先行事例調査 / 2.2 先行事例の分析 / 2.2.3 九州大学
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（８）九州大学：可視化項目⑧
財務情報については、収入・予算支出や、それぞれの内訳が可視化されていた。九州大学における他の可視化項目同様、財務情報につ
いても他大学との比較が行われている点が特徴的である。

可視化項目 情報発信の内容 表示方法

収入・支出予算 • 九州大学の収入・支出予算について、それぞれの内訳を示し、経年の推移を可視化し、他大学と
の比較を行っている

棒グラフ(縦)
棒グラフ(横)

収入予算内訳／支出予算内訳
• 九州大学の収入・支出予算の内訳について、それぞれの内訳を示し、経年の推移を可視化して

いる。
• 年度や項目（運営費交付金／施設整備費補助金等）で詳細に分類されている。

棒グラフ(縦)
折れ線グラフ

2. 先行事例調査 / 2.2 先行事例の分析 / 2.2.3 九州大学
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（９）九州大学：可視化項目⑨
国際交流状況については、外国人留学生数や、在籍学生数に占める外国人留学生の割合や、地域別交流協定締結数について可視
化されていた。

可視化項目 情報発信の内容 表示方法

外国人留学生数
• 九州大学の外国人留学生数について内訳を示し、経年の推移を可視化
• 指定国立大学法人構想KPIや、第4期中期目標・中期計画KPIを意識してベンチマークを行って

いる

折れ線グラフ
棒グラフ(縦)

在籍学生数に占める外国人留学
生の割合 • 九州大学、国立大学、国公私立大学との割合をそれぞれ可視化 折れ線グラフ
地域別交流協定締結数 • 九州大学の大学間と部局間の地域別交流協定締結数について、地域別に可視化 棒グラフ(横)

2. 先行事例調査 / 2.2 先行事例の分析 / 2.2.3 九州大学

出典 Interactive FACT BOOK https://www3.ir.kyushu-u.ac.jp/data-info/public/datacollections/factbook-online




